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     特に、海氷後退が著しい太平洋側北極海では（図1, 赤線）、海洋上層循環が北
極海中央部へ向かって温暖な太平洋夏季水を輸送するため、その循環量の推
定は同海域での海洋の熱的状態、さらには海氷変動を理解する上で鍵となる. 
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  【海氷運動データ】 
  ・AMSR-Eマイクロ波放射計輝度温度画像に面相関法を適用して計算された海氷運
動データセット（詳細は本セミナー鴨志田氏ポスター発表） 
  【海氷密接度データ】 
  ・SSM/Iマイクロ波放射計輝度温度データから計算された海氷密接度データ 
  【海洋観測データ】 
  ・下記クルーズでのCTD・XCTD観測により取得された水温・塩分データ 
   （LSSL CCGS Luis St. Laurent 2002-2012、Mirai 2002, 2004, 2008, 2012,  
           ARAON 2011, 2012） 
2  データ 
3  表面応力（海上風・海氷運動）・海洋上層循環・海氷面積の変動 
海洋上層循環を駆動する表面応力、海洋上層循環、海氷面積の時間変動を比較す
る.ここでは、海洋上層循環形成に影響を与える表面応力、海洋上層循環の循環量の
指標として、・図2青色ボックス領域での    、     平均値（11-6月） 
         ・図2赤色ボックス領域での力学高度偏差平均値（＠ 100db, 7-9 月）    






◆    、    （負の最大値）：2007-2008年（図4a, b） 
        循環量（最大値）：2010-2011年（図4c） 
          つまり、両者の変動の間には2-3年のタイム・ラグが存在する. 











◆2009年以降～    、    ：ともにリバウンド, 
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i  = 0, 1, 2, …, ∞,    j = 2006, 2007, …, 2012 




 i ：     年に対するタイム・ラグ j
iA ：海洋上層循環形成に対する過去の表面応力の寄与を示す 
(Ex.   i  = 0, 1, 2 を選択した場合、2006年の循環量は2004－2006年の表面応力 
    データから求められる。) 
図4 重回帰モデルの係数, 
（説明変数として(a)             、(b)      を使用
した場合） 
◆i = 18 までの表面応力データを使用した場合の係数の 
  振幅を調べた結果、 i =0, 1, 2 で  振幅が大きい。 
  （図4黒線）。 
iA
主に過去3年分の表面応力が海洋上層循環 
  の形成に寄与している. 
  (海洋上層循環の遅延応答の 















◆   の振幅がi= 4 で0近傍へ近づいていた 
  ことは、表面応力の影響が約5年でゼロに  
  なることを示唆する. 
iA
遅延応答の時間スケールを考慮し 
    て構築した重回帰モデルは、観測 
    値の変動幅の1/10以下の精度で 
    (図5c)、循環量変動を再現する(図 
  5a). 
6 . 海洋の緩慢な応答と海氷変動 
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